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	応用
	抗原情報
	背景
	血管新生に重要な役割を果たします。リン酸化 EPHA2 によるリクルートは、EFNA1 誘導性の RAC1 GTPase 活性化と血管内皮細胞の移動および集合に重要です。GTP 結合タンパク質 RhoA、RhoG、および程度は低いものの Rac1 の交換因子です。これらの GTPase のヌクレオチドを含まない状態に物理的に結合します。血管新生に重要な役割を果たします。リン酸化 EPHA2 によるリクルートは、EFNA1 誘導性の RAC1 GTPase 活性化と血管内皮細胞の移動および集合に重要です (類似性による)。少なくとも一部の細胞型では、インテグリンを介したシグナル伝達に重要である可能性があります。破骨細胞では、SYK チロシンキナーゼとともに、破骨細胞の適切な細胞骨格の構成と機能に重要なイベントであるインテグリン α-v/β-1 (ITAGV-ITGB1) を介したシグナル伝達に必要です。このシグナル伝達経路はRAC1の活性化に関与するが、RHOの活性化には関与しない。適切な創傷治癒に必須である。創傷治癒過程においては、マクロファージによるアポトーシス誘導性好中球の貪食に先立つ貪食カップの形成に必須である。インテグリンβ2（ITGB2）を介したマクロファージ接着に関与し、また、程度は低いものの、β3（ITGB3）を介した接着にも寄与する。インテグリンβ1（ITGB1）を介した接着には影響しない（類似性に基づく）。
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
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	Jurkat 細胞溶解物中の VAV3 発現のウェスタン ブロット分析。

